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駅　周　辺　（困却28年の水書で）

緊急避難場所（捕時の連続絹聖鷲璧認諾認）
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※第1避難は、部分的災害が発生した場合に、近くの公共施設などに一時収容する。
※第2避難は、遠賀Ili、西Ii悌防溢水、決壊など最悪の非常事態が発生した場合収容する。
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今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
あ

な
た
の
水
雷
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま

すか。こ
の
時
期
は
、
星
間
や
稼
中
表
雨
に
よ
っ

て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
崖
崩
れ
や
地
す
べ
り
か

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
は
こ

れ
ま
で
い
か
に
も
頑
丈
そ
う
な
崖
が
崩
れ
た

り
、
思
わ
ぬ
所
で
発
生
し
ま
す
。
わ
が
家
だ

け
は
安
心
と
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
屋
の

内
外
、
建
っ
て
い
る
土
地
の
点
検
な
ど
家
族

ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
書
の
防
止
対
舘

を
請
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

点
検
の
ポ
イ
ン
ト

▽
家
の
周
り
の
排
水
路
に
つ
ま
り
は
な
い
か

▽
家
の
周
り
に
か
け
崩
れ
の
恐
れ
は
な
い
か

▽
雲
看
板
、
煙
突
な
ど
倒
れ
や
す
い
も
の

は
な
い
か

▽
屋
根
瓦
に
割
れ
や
、
ず
れ
は
な
い
か

▽
窓
や
雨
戸
は
完
全
に
し
ま
る
か

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▽
符
節
に
備
え
懐
中
包
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
達
す
る

▽
貴
重
品
や
医
薬
品
を
ま
と
め
て
お
く

▽
避
難
場
所
を
家
族
で
確
認
し
て
お
く
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曽
霊
茎
是
蚤
を
争
争
ざ
暮
夏
蚤
を
蚤
争
邑

鵬
国
民
　
年
　
金
鋼

管
雪
雲
雲
量
薫
蜜
豆
も
ゼ
昏
普
雪
雲
茎
貴
意

子
ど
も
（
加
算
対
象
）

す

国
民
毎
金
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
金
額
の
加
算

対
象
と
な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
、
次
の
い

ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。

①
死
亡
し
た
と
き

⑤
結
婚
し
た
と
き

の
泰
子
と
な
っ
た
と
き

④
蛾
緑
し
た
と
き

⑤
生
計
を
同
じ
く
し
な
く
な
っ
た
と
き

⑨
十
八
餞
以
上
二
十
葉
満
の
陸
曹
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
、
一
級
、
二
級
の
状
態
で
な

く
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
る
人
も

①
～
⑨
に
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
は
役
場

国
保
年
金
係
へ
、
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
こ

持
参
く
だ
さ
い
。

保

険

料

の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、
失

の
異
動
は

ぐ

届

け

出

を

業
や
災
害
な
ど
の
た
め
に
納
め
る
こ
と
が
ど

う
し
て
も
困
難
な
方
は
、
納
め
ら
れ
な
い
事

情
を
書
い
た
申
請
書
を
提
出
（
由
聾
は
役

場
年
金
係
に
備
え
て
い
ま
す
）
し
て
、
保
険

料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
七
月
三
十
一

日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
今
年
の
四
月

か
ら
来
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
学
生
や
年
金
受
給
者
な

ど
、
希
望
し
て
任
意
加
入
し
た
人
は
免
除
は

あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基

礎
毎
金
の
年
金
額
は
、
納
め
た
と
き
の
三
分

の
一
で
乱
費
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
が
免
除
さ

れ
た
人
は
、
後
に
生
酒
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

と
き
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
年
以
内
の
期
間
に

つ
い
て
績
科
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で
き

ます。

不
慮
の
事
故
斡
ら

子
と
も
を
寄
ろ
う

老
人
医
簾
受
給
者
証
を
切
替

現
在
、
七
十
歳
（
老
人
保
健
法
の
障
害
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
六
十
五
戴
）
以
上
の

方
に
交
付
し
て
い
ま
す
老
人
保
健
法
の
医
療

受
給
者
証
の
う
ち
、
有
効
期
間
が
六
十
二
年

▽
切
詰
所
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

▽
持
参
品
・
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
老
人

◆、

｛
、

．〆

六
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を
、
新
し
い
医

も
の
）
・
健
康
保
険
証
（
あ

人
が
来
ら
れ
る

場
合
は
、
そ
の
代
理

人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
）

▽
注
意
・
今
回
は
、
有
効
期
間
が

日
の
午
前
中
に
采
庁
し
て

く
だ
さ
い
。

六
十
六
年
ま
で
の
も
の
は
切
替
を
し
ま
せ
ん

の
で
注
憲
し
て
く
だ
さ
い
。

子
と
も
た
ち
は
成
長
の
途
上
で
、
幼
い
力

で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
病
気
や
専
政
に
あ
い
が

ち
で
す
。

特
に
盃
鳳
の
事
故
死
は
、
一
～
九
歳
児
の

第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

僅
襟
に
育
て
ば
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
命

が
、
事
故
の
た
め
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
は

残
念
な
こ
と
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、
身
近

か
な
と
こ
ろ
か
ら
子
ど
も
の
聖
故
防
止
の
対

策
を
た
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浴
室
の
ド
ア
に
は
カ
ギ
を
／

子
ど
も
は
水
の
あ
る
と
こ
ろ
が
大
好
き
で

す。
そ
の
せ
い
か
浴
室
で
の
悪
政
が
増
え
て
い

ま
す
。
全
国
で
一
年
間
に
浴
室
の
溺
死
だ
け

で
も
百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

特
に
埋
め
込
み
式
の
浴
槽
は
、
床
面
か
ら

綾
ま
で
が
2
0
セ
ン
チ
～
5
0
セ
ン
チ
と
危
険
で

す
。
そ
こ
で
、
浴
室
に
は

①
カ
ギ
を
つ
け
る

⑤
浴
槽
に
水
、
湯
の
あ
る
時
は
ブ
タ
を
す
る

③
ブ
タ
は
ず
べ
ら
ず
、
穀
に
も
強
い
も
の
を

④
タ
イ
ル
、
マ
ッ
ト
は
す
べ
り
に
く
い
も
の

を
敷
き
つ
め
る

な
ど
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
洗
濯
横
の
水
槽
に
落
ち
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
、
洗
濯
機
の
近
く
に
は
台

な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
亀
住
敵
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●むし歯予防教室を開きます●

歯の衛生週間（6月4日一10日）にちなんで、

赤ら○んからお年寄りまでの、むし歯予防教室
を開きます。
楽しい人形劇を見なから、じょうずな歯のみ

がき方を身につけましょう。歯についての相談
コーナーも用意して、みなさんのおいでを待っ

ています。

＞日　時　6月21日（日）10時－14時

＞場　所　遠賀歯科医師会館（水巻町吉田）
＞催し物（D人形劇（「森の歯ブラシ屋さん」

を11時と13時の2回公演D　②むし歯と歯

槽膿漏のはなし　く⑤正しい歯のみかきかた
くりフッ素浅口　⑤う蝕活動陛テスト（虫歯

のなりやすさテスト）　⑪相裏炎コーナー

〔・小児歯科o極拝聴正・歯槽膿漏）

‡∴i＞主　催i　遠賀歯科医師会
】∴i＞後　援　遠賀保健所
－l●l●－●ヽ●●l‾rt●●“●0．●●●●●●●l……〃‾○●●′●●●●●1′●′●●…●I●“●○○ヽ●●●●●●●●●●●●●1“10

水稲・菱収量係数一覧表

町田Imm剛間i間mmimidi…間日用IiiI日田mmi剛…脚…剛………im一i州（i”り……iiiiii…i……伽IPiui……i…田町iPiPi剛…一…i…niuidiOiui－iluIi”I”…i”iiui…iulJ川Ii”…日用恥細川iiPi伽i肌…剛IP

答：島根県
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水
稲
・
麦
共
済
、
基
準
収
穫
量
の

設
定
の
変
更
に
つ
い
て

現
行
で
は
、
耕
地
こ
と
に
基
準
単
収
を
設

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
制
度
改
正
に
よ
り

本
年
産
水
稲
お
よ
び
昭
和
六
十
三
悪
菱
よ

り
、
さ
ら
に
品
鶏
別
こ
と
に
基
準
単
収
が
下

の
表
の
と
お
り
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

した。こ
の
た
め
、
掛
金
も
品
種
こ
と
に
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
揚
産
業
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さい。

英
公
民
館
図
書
室
で
は
、
司
書
有
賀
棺

者
多
寡
集
し
て
い
ま
す
。
資
格
、
条
件
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
教
書
曇

貝
会
、
℡
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
碁
票
数
一
人

▽
資
格
　
司
塵
肴
す
る
者

▽
勤
務
時
間
・
火
曜
日
～
土
曜
日

9
時
5
0
分
～
ュ
8
時

・
日
時
日8

時
5
0
分
～
⊥
2
時

・
休
日
月
曜
日
、
祝
日

▽
応
募
擾
領
6
月
0
0
日
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
、
司
舎
資
格

証
の
写
し
を
添
付
の
上
、
遠
賀

調
教
杏
曇
白
雲
社
会
教
育
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

声
（
第
二
種
四
階
建
耐
火
構
造
）

3
D
K

家
賃
月
七
千
円

▽
申
込
締
切
　
6
月
糊
口
翁
日
厳
守
）

▽
資
－
搭
・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

産
着
す
る
者

・
現
に
団
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
者

・
収
入
轟
が
、
月
収
十
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
者

▽
申
込
先
役
場
総
務
課
管
財
係
（
申
込
用

紙
を
備
え
て
い
ま
す
）

▽
場
所
。
出
生
津
西
町
町
営
住
宅
（
2
0

6
号
室
、
3
0
6
号
室
の
二

北
九
州
市
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
（
交

通
業
済
組
合
）
の
遠
賀
町
総
代
候
補
者
と
し

て
、
和
田
共
生
氏
豹
府
）
と
石
松
松
五
郎

氏
（
上
別
府
）
が
、
縫
代
選
薯
委
員
会
か
ら

推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
者
に
つ
い
て
異
議
の
あ
る
組
合
員

は
、
六
月
二
十
九
日
ま
で
に
文
書
で
管
理
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
者
役
場
福
祉
課
長
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科
を
添
え
て
、
教
重
安
貝
会
社

会
教
育
課
、
舘
（
2
9
3
）
ュ

2
3
4
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さい。

ーー一一三

年
団
体
の
野
外
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
必

聾
な
知
識
、
技
術
、
あ
わ
せ
て
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
野
外
活
動
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
の
参
加
も
で

き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
ぎ

▽
日
　
時
　
7
月
4
日
（
i
e

ュ
4
時
～
1
9
時

▽
会
　
場
∴
総
合
連
動
公
園
内
（
雨
天
時
は

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
灼
　
象
・
子
と
も
会
育
成
会
関
係
者

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係

・
子
と
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

な
ど

▽
発
欒
人
員
　
恥
入
種
皮

▽
指
　
導
　
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

▽
参
加
料
一
人
五
百
円
（
保
険
、
食
材
料
）

▽
申
　
込
　
6
月
2
7
日
（
土
）
ま
で
に
参
加

▽
日
　
時
　
1
月
5
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

頼
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
種
　
目
二
股
男
子
（
高
校
生
以
上
）

二
般
女
子
（
高
校
生
以
占

。
マ
マ
さ
ん
の
各
都

▽
申
込
締
切
　
6
月
5
0
日

▽
申
込
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ナ
イ
タ
ー
施
設
が
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
完
成
し
た
の
壱
記
念
し
て
、
5
月

2
3
日
（
占
、
午
後
6
時
5
0
分
か
ら
硬
式
テ

ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
初
め
て
の
ナ
イ
タ
ー
試
合
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
3
6
人
（
男
子
2
0
人
、
女
子
1
6

人
）
が
出
場
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
大
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

春
の
容
の
優
勝
者
は

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

岡
県
人
襲
貴
会
郵
務
局
任
用

辣
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

番
1
号
）
、
衝
0
9
2
（
6
4

1
）
3
8
8
3
へ

福
岡
県
警
察
官
募
集

当
初
6
月
2
8
日
に
予
定
し
て
い
た
も
の
を

一
週
間
早
め
て
実
施
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
6
月
2
1
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
会
場
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
襲
方
法
　
田
地
箸
数
に
よ
り
決
定

▽
極
目
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

・
初
心
者
男
、
女
シ
ン
グ
ル
ス

・
少
年
男
、
女
シ
ン
グ
ル
ス

・
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽
申
込
締
切
　
6
月
2
0
日

▽
申
込
先
　
遠
賀
用
　
談
尾
修
身
ま
た
は
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

さ
わ
や
か
な
こ
の
季
節
に
、
み
ん
な
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
節
　
目
　
6
月
～
1
月
の
毎
週
日
曜
日

▽
時
　
間
　
9
時
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
対
∴
象
　
ど
な
た
で
も
O
K

▽
参
加
費
　
初
日
に
三
百
円
の
み

▽
開
会
晃
末
寺
　
小
川
和
明

舘
（
2
9
3
）
5
8
6
8
ま
で

安
藤
　
男
臭
（
別
　
府
）

山
田
　
牽
考
（
虫
生
津
）

▽
女
子
名
ノ
ル
ス

増
本
千
鶴
子
爵
　
町
）

増
本
経
代
窺
町
）

▽
襲
数
　
普
察
官
A
　
約
的
人

▽
試
験
日
　
8
月
2
日
（
日
）

▽
試
験
場
小
冒
需
枝
（
北
九
州
市
）

福
岡
工
堂
話
枝
（
福
岡
市
）

▽
受
付
締
切
1
月
9
日
、
1
7
時
ま
で
（
郵

送
は
当
日
消
印
有
効
）

▽
鮮
細
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
福
岡
県

警
本
部
警
務
課
任
用
係
（
福
岡

南
東
公
園
1
番
7
号
）
、
鍵
0

9
2
（
6
2
2
）
0
7
0
0
へ

－
ア
ツ
之
芝
お
盆

ル
マ
ー
ク
募
集

▽
義
教
上
級
…
・
行
政
5
0
人
、
学
校
部

落
3
2
人
、
社
会
福
祉
ェ
人
、
土

木
3
人
、
建
築
2
人
、
化
学
ュ

人
、
瑳
菜
如
人
、
授
業
圭
介
3

人
、
林
業
3
人
、
畜
産
6
人
、

水
産
6
人
、
獣
医
師
3
人

中
級
…
：
農
薬
2
人

▽
試
験
日
　
1
月
ュ
9
日
（
日
）
、
福
岡
市
で

▽
受
付
締
切
　
6
月
2
0
日
（
圭

▽
詳
　
細
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
、
福

交
通
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、
現
在
．
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
ふ
く
お
か
．
「
私
は
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
す
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

で
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
親
し
ま
れ
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
賽
し
て
い
ま
す
。

色
は
三
色
以
内
と
し
、
官
製
ハ
カ
キ
一
枚

一
点
で
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
締
　
切
　
7
日
1
0
日

▽
応
募
先
　
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
民

運
動
本
部
（
福
岡
市
博
多
区
東

公
園
1
番
7
号
）
、
詣
0
9
2

（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ



ジャーシフ〝
添木力、学校で体力テストがありました。ちょ

うど伸びさ“かりのこのころ、どれくらいの体力

があって“、どれくらい体力が向上しているかと、

運動場に集まったみんなは、50m走やソフトボ
ールの遠投、走り幅跳びなどにチャレンジして

いました。

九州朝日レガッタ脚催
九州各県と山口県から東筑瑞枝、九州大学な

ど約80クルーを集めて、第34回九州朝日レガッ

タが、遠賀IiI酒豪陸揚を会場に5月23日と24日の

両日開催されました：。

絶好のコンディションとなった24日の決勝に

は、応援など3000人以上が河岸にすすなりとな

り、力漕するクルーに大きな声援を送っていま

した。（表紙写真も）

ありがとう
父の日です

新町｝ おだゆうこ ちゃん（5歳） �『∵‘‾罵手記 I ti鋸静＿！ 上玉 �⑫’悶 芙蓉／／／巧言－ おがわまゆこ亨＿ �己へ才、J “＿蔦翠‾ ��同 ） つ ′） � ��i i 

ちゃん（5歳） � 



本だ〝蓉繕幼本だ〟
南部保育園の園児たちが、新しくなった図書室

にやってきました。入口で元気よくあいさつした

あとは、拗麿の山にアリが群がるという感じで、

図書室の本にくっついて、ともだちと顔を寄せ合

い、ああでもないこうでもないと、いっしょうけ

んめいページをめくっていました。楽しい本、あ

ったかな。

∴∴∴∴、∴∴∴‘∴∴　∴・・∴∴ ノウ嶋■〃h 

擁譜日は 　くん（5歳） 　∴∴∴∴∴三∴ 　義 
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遠景は老良方面

窟‾盲七‾‾来
り　よ　酢
ん　う

ゆ

講講劣琵彊書評
11　2　3　　　　　　　　　　11

続
遠
越
貝
町
文
学
散
歩

㈲

古
道
を
辿
る
（
Ⅷ
）

伊
能
忠
敬
の
「
測
量
白
壁
に
出
る
遠
賀

町
の
道
は
、
岡
壇
の
山
田
方
面
か
ら
槌
按
を

壱
し
て
い
る
。

快
晴
の
一
日
、
御
牧
大
橋
か
ら
遠
賀
川
右

岸
を
「
測
量
自
記
」
を
頭
に
描
き
な
が
ら
歩

く
。
風
は
少
し
あ
る
が
暖
か
い
境
が
さ
ん
ざ

経
て
尾
崎
、
粟
屋
、
鬼
　
　
珊

津
を
通
り
芦
屋
に
入
る

コ
ー
ス
と
、
も
う
一
つ

水
巻
の
古
賀
か
ら
遠
賀

川
を
渡
り
、
広
漠
、
善

良
、
更
に
砂
山
、
下
大

隈
、
小
牧
金
手
、
木
尾

瀬
へ
至
る
も
の
が
見
ら

れ
る
。
ま
ず
そ
の
一
節

を
引
用
す
る
と

文
化
十
年
十
月
六
日

晴
天
朝
六
時
芦
屋
村

ん
と
川
面
を
照
ら
し
、

河
口
湖
は
み
ち
た
り
た

よ
う
に
見
え
る
。

天
濡
ら
ひ
目
方
吹
く
ら

し
水
茎
の

岡
の
水
門
は
波
た
ち
わ

た
るあ

る
説
に
よ
る
と
「

目
方
」
は
南
の
風
が
多

い
と
の
こ
と
で
、
季
節

言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
貯
え
ら
れ

た
水
の
宜
も
す
ぼ
ら
し
い
も
の
だ
ろ
う
。

猪
湖
の
丘
が
人
家
の
中
に
と
り
の
こ
さ
れ

て
、
か
す
か
に
昔
の
姿
を
し
の
ば
せ
る
。
古

賀
の
山
は
、
城
址
の
あ
る
豊
前
坊
と
呼
ば
れ

る
峯
を
は
じ
め
、
ど
の
山
も
緑
濃
く
、
夏
を

呼
ぶ
姿
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
「
測
量
白
壁
は
広
渡

へ
渡
っ
て
い
る
。
昔
は
国
道
の
横
に
八
鋤
宮

が
鎮
座
し
て
い
だ
が
、
今
で
は
神
田
川
の
引

込
み
に
神
屋
敷
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
背
お
宮
の
境
内
だ
っ
た
あ
た

り
に
あ
っ
た
磯
死
者
の
碑
が
、
い
ま
は
道
端

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス

に
汚
さ
れ
て
い
る
。

吉
原
川
に
沿
っ
て
田
ん
ぼ
道
を
伝
っ
て
、

一
キ
ロ
程
で
老
良
に
入
る
。
神
社
の
あ
る
あ

縮
か
搭
き
ん
の

鯉
廉
ヌ
ー
言
I

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
㈲

鶏
肉
の
南
蛮
漬
け

出
立
、
用
船
に
二
十
丁
ほ
ど
乗
る
、
遠
賀
郡

福
岡
領
猪
熊
村
堤
由
七
月
二
十
四
日
残
㊨

印
よ
り
初
め
遠
賀
川
緑
木
屋
頼
通
を
測
る
。

古
賀
村
左
二
丁
ば
か
り
に
古
賀
古
城
跡
頂
に

有
り
、
豊
前
麻
生
銀
星
居
城
と
云
伝
。
遠
賀

川
渡
七
十
五
聞
三
尺
六
寸
、
訓
遠
術
に
て
得

る
。
南
開
地
一
丁
三
十
〇
聞
、
広
渡
村
右
捉

下
に
八
鋤
宮
、
祭
神
日
本
武
尊
、
枝
老
良
小

休
。
善
蔵

こ
の
時
は
虫
生
津
の
大
庄
屋
毛
利
曽
入
、

木
守
の
庄
屋
才
助
、
木
尾
瀬
の
大
庄
屋
藤
平

藤
田
の
庄
屋
小
石
街
円
ら
の
人
々
が
手
伝
い

景
色
と
ダ
ブ
っ
て
見
え
る
よ
う
で
あ
る
．
川

の
岸
も
奇
麗
に
護
岸
さ
れ
て
霞
も
生
え
て
い

ない。新
し
く
つ
く
り
出
さ
れ
た
自
然
、
と
で
も

た
り
の
木
々
も
美
し
く
若
菜
を
振
り
、
一
面

の
麦
畑
は
初
夏
の
風
が
渡
る
。

（
片
山
花
組
史
）

材
　
料
（
4
人
分
）

鶏
も
も
肉

酒し
ょ
う
ゆ

ね
ぎ

に
ん
じ
ん

き
ゅ
う
り

赤
と
う
か
ら
し

し
ょ
う
が

に
縦
四
つ
切
り
に
し
ま
す
。
に
ん
じ
ん

は
短
冊
切
り
に
し
て
撞
く
ゆ
で
ま
す
。

し
ょ
う
が
は
せ
ん
切
り
に
し
ま
す
。
こ

れ
ら
と
赤
と
う
が
ら
し
、
南
蛮
酢
の
調

味
料
を
合
わ
せ
て
バ
ッ
ト
に
入
れ
ま
す

⑤
揚
げ
油
で
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
た
鶏
肉

を
揚
げ
、
熱
い
う
ち
に
④
に
漬
け
ま

す
。
と
き
と
き
返
し
て
2
0
分
以
上
お

き
、
味
を
な
じ
ま
せ
ま
す
。

④
盛
り
つ
け
る
と
き
に
、
短
冊
切
り
の
き

ゅ
う
り
を
彩
り
に
加
え
ま
す
。

⑤
も
う
す
ぐ
父
の
日
で
す
。
お
と
う
さ
ん

に
感
謝
し
っ
つ
、
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

揚
げ
油作

り
方

①
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
下
味
用
の
調

味
料
を
か
ら
め
て
ュ
5
分
は
ど
お
き
ま
す

⑧
ね
ぎ
は
4
肋
程
の
長
さ
に
切
り
、
さ
ら

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会
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i朝食と食欲i

朝

のることが大切で、夕食を制限するだけ

6
月
1
8
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
m
分
－
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

英
公
民
館

一
撃
ハ
カ
月
～
一
哉
八
カ
月
児

徳
和
0
0
年
的
月
～
ェ
2
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料

6
月
2
2
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

新
生
児
の
吸
い
方
、
沐
浴
指
導

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

無
料

▽
按
恕
日
　
6
月
2
6
日
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
⊥
4
時

接
穂
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
其
公
民
館

▽
救
急
著
　
2
4
カ
月
～
4
8
カ
月
児

▽
持
参
品
問
診
票
、
母
子
手
帳

「
食
欲
が
あ
り
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
、

「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
な
ら

三
杯
く
ら
い
は
食
べ
ま

す
」
と
堂
々
と
答
え
て

く
れ
る
方
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

好
き
な
も
の
な
ら
た
く

さ
ん
食
べ
る
と
い
う
の

は
、
本
当
の
食
欲
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

食
欲
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
稲
類
の
食
べ
物

▽
受
け
る
年
齢
と
受
け
方
三
歳
か
ら
十
五

歳
ま
で
に
基
礎
免
変
（
は
じ
め

の
年
、
一
⊥
一
週
間
お
い
て
二

回
、
翌
年
一
回
の
追
加
接
穂
）

の
で
き
て
い
る
人
は
お
お
む
ね

三
年
に
一
国

▽
実
額
間
　
6
月
5
0
日
（
火
）
ま
で
に
、

町
内
の
病
院
と
医
院
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
一
画
七
百
六
十
円

を
い
つ
で
も
食
べ

た
い
と
思
う
健
康

状
態
の
こ
と
だ
か

ら
で
す
。

さ
て
、
朝
食
で

す
が
、
「
寝
起
き

に
食
欲
な
ん
か
あ

で
も
ウ
エ
イ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能
で

す。

食
欲
の
な
い
時
こ
そ

し
っ
か
り
食
べ
よ
う

食
欲
が
な
い
時
、
「
少
し
身
体
の
調
子
が

惑
い
か
ら
食
欲
が
な
い
の
も
当
然
だ
」
と
、

金
串
を
控
え
て
し
ま
つ
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
む
し
ろ
食
欲
が
な
い
時

に
こ
そ
、
少
し
無
理
を
し
て
で
も
食
べ
て
お

体
操
　
で

食
事
を
お
い
し
く

る
も
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
に
は
朝
の
体

操
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。
特
に
肥
満
防
止
の

た
め
に
減
食
中
の
方
は
、
馨
を
壁
宮
に
と

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

こ
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
注
意
が
身
体
の
調
子

の
狂
い
を
元
に
戻
す
力
に
な
り
ま
す
。
逆
に

陵
蘭

食
欲
不
振
－
栄
養
不
足
－
身
体
の
変
調
－
食

欲
不
振
の
懇
循
毅
が
、
多
く
の
場
合
、
軽
い

病
気
を
重
篤
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

〝
良
い
食
品
〟
だ
け
で
は

健
康
は
保
て
な
い

快
食
と
は
稲
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
惑
味
で
い
わ
ゆ
る
．
良
い
食

品
．
．
悪
い
食
品
．
な
ど
と
い
っ
た
心
配
は

不
必
要
で
す
。
い
か
に
良
い
食
品
で
も
そ
れ

だ
け
を
食
べ
て
い
る
の
で
は
健
轟
は
保
て
ま

せん。一
方
、
悪
い
食
品
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

で
も
、
た
く
さ
ん
の
頴
の
中
の
一
つ
竺
一

つ
で
あ
る
限
り
大
丈
夫
で
す
。
そ
の
意
味
で

食
品
と
薬
は
全
然
違
う
の
で
す
。
し
か
も
、

多
く
の
稲
類
の
食
品
を
食
べ
る
こ
と
は
、
食

指
の
摂
取
を
制
限
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま

す。
大
乗
「
保
健
指
華
と
い
う
の
は
、
各
人

が
も
つ
不
安
感
を
解
消
し
得
て
こ
そ
、
そ
の

窓
義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
不
安
を
押
し
っ

け
る
「
保
健
指
筆
と
か
「
健
廉
教
育
」

は
、
健
康
を
守
る
た
め
に
は
何
の
役
に
も
立

ち
ま
せ
ん
。

指
導
　
－
　
青
山
　
英
龍

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



下 勘の還賞町蓋頭語夢嚢
行動こよっては時間中途からの参加ができなかったり、

めて、遅れないようにしましょう。

また、他の参加者IC迷惑をかけたりします。靖前IC礎

日 �暇 �行　事　内　容 �時　間l実施会坤担当係名 ���対象や終了時問など �詳　細 

16 （ 17 �火 （ 水 �老人ふれあい一泊の旅 �1泊2日 �大分県 天ヶ瀬温泉 �社会福祉 協議会 �舘華美謹聴饗謹 東和苑の75歳以上の方 � 

18 �木 �バドミントン教室くり �10：00－12：0車響車育係 ���一般成人 � 
動・ �13：10－1車中輔車健衛生係 ���昭和60年10月－12月出生児 �9ページ 歳ハ　カ月　検診 

19 �金 �献　　　　　血 �10：00－16車舷関前南洋璧 ���満16歳一滴飢韻までの方 � 

19：00－21；再製到体育係 ���独身の女性 � 

21 �日 �第5回遠賀町民体育大会 卓球（個人）賎技 �9：00－ �密接鮮麗体育係 ��開会式9：00、競技開始9：30 ・シングルス（男子、女子 初心者、少年の各部） ・混合ダブルス � 

22 �月 �心　配∴ご　と　相　談 �13：00－16両展観串謙 ���口 � 
妊　　婦　　相　　談 �13：30－15：00南保睡I粥生係 ���妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

25 �木 �バドミントン教室⑨ �10：00－12：車弊害 ��体　育　係 �一般成人 � 

高齢者学級（寿大学） � �中央公民車会教離 ��60歳以上の男女 鞄；整漕竺ス � 

26 �金 �三密混合予防接穂 �13：10－1寸中軸館匡衛生係 ���生後24カ月－48カ月児 �9ページ 野　草　教　室　⑪ �13：30－15可中軸年会教育係 ���成人の男女 � 

マ　マ　テ　ニ　ス教室⑥ �19：00－21：0両鰹矧体育係 ���独身女性 � 

27 �土 �子ども会役員学習会④ �14：30－16：中央公民年会教育係 ���地区子ども全役員 お話しと実習 � 

28 �日 �譲躍憩等誇声 �7：40－　車中育係 ���開会式7：40、競技開始8：00 編成：中学生以上の男子で 監督1人選手、16人以内 � 

交通事故のご相談はお気軽にどうぞ 
無料でご相談に応じております 
糊法人日本損害保険協会小倉自動車保険請求相談センター 

午前9時半～午後4時40分（平日）　　　　　　　　北九州市小倉北区紺屋町9－1 
土曜日は正午まで（第2・第3土曜日は休みます）　　明治生命小倉ビル8階　小倉調査事務所内 
◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます　　℡093‾521－2140（直通）093－541－1531 

◎弁護士相談日：毎週金曜日午後1時～4時　　　　電話のご相談もお受けします 

＊　6　月　の税金　＊ � 

町　県　民　税（第1期）　納期　6月16 �昌一　6　月30日 

町税の納税は便利な口座振筈で………‥遠賀信用金庫、遠賀郡農協 西日本銀行芦屋支店、福岡相互銀行の窓口でお申し込みください。 �遠賀支所、福岡銀行、 


